
                                                    

令 和 ５ 年 豊 富 町 議 会 第 １ 回 定 例 会 会 議 録 

第２日目は３月 16日に続開された。 

    令和５年豊富町議会第１回定例会は、豊富町議会議事堂に招集された。 

 

１．議事日程 

       議事日程          第２号    ３月 16日（木）     午前 10時 00分開議 

 

日程  １．          一般質問 

日程  ２． 議案第 26号から      令和５年度豊富町各会計予算について 

       議案第 34号まで 

日程  ３． 意見案第１号   食料安全保障の強化及び食料・農業・農村政策の確立と酪農・畜産経営の

安定を求める意見書について 

日程  ４．          閉会中の継続調査の申し出について 

日程  ５.          議員の派遣の件について 

 

３．出席議員（１０名） 

                  議   長  １番 千 葉            久   君 

                       ２番 水 戸 部    正 博   君                         

  ３番 竹 中    隆 浩   君 

                         ４番 小 笠 原    照 美   君 

   ５番 佐 々 木            誠   君 

                        ６番 佐 々 木    政 義   君 

                         ７番 前 田    孝 一   君 

                                ８番 多 々 良            勝   君 

９番 鎌 倉    和 雄   君 

                  副 議 長 10番 大 島    憲 昭   君 

４．欠席議員（０名） 

５．出席説明員  

                            町 長   河 田   誠 一   君 

 副 町 長   小 泉   幸 一   君                    

                         総務課参事   山 田   和 孝   君 

財 政 課 長   水 戸 部   伸 也   君 

保健推進課長   小 泉   貴 裕   君 

      町 民 課 長   鈴 木        充    君 

                            建 設 課 長   能 登 屋   将 宏   君 

商工観光課長   山 内   英 夫   君                                     



                            農林水産課長   西 村        忠    君 

教 育 長   岡 本   誠 也   君 

                           教 育 次 長   石 川   博 章   君 

                            会計管理者   清 水   智 絵   君 

保育園々長   福 島       剛   君 

                           診療所事務長   皆 戸   朋 生   君 

                                            農業委員会事務局長   井 上   具 則   君 

消防支署長   齋 藤   敏 弘   君 

６．出席議会事務局職員  

局 長   清 水   日 出 晃   君 

                           書 記   満 保   奈 那 子   君 

                            

 議事経過は、次のとおり 

（ベ ル）                           

  （午前 10時 00分開議） 

 

議長(千葉 久 君)     

おはようございます。 

 出席議員が定足数に達しておりますので、ただいまから休会中の本会議を再開いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 日程に入るに先立ち、河田町長から発言の申し出がありますので、これを許可します。河田町長！ 

 

町長（河田 誠一 君） 

 みなさん、おはようございます。 

私、思いがけないコロナ感染をいたしまして、定例議会を欠席するという事態になり、大変申し訳なく、また、大変ご迷

惑をおかけしましたことをお詫びを申し上げます。 

また、滞りなく最終日を迎えることができたことを、議員各位に感謝を申し上げます。 

就任以来、地震や新型コロナウイルス感染症の蔓延と、ロシアのウクライナ侵攻など経験したことのない未曽有の事態と

なりましたが、議員皆様には、時には厳しく、時にはご支援、ご鞭撻をいただき、若輩者を支えていただき、４年が過ぎよ

うとしております。 

地方自治は二元代表制で、よく車の両輪に例えられますが、行政と議会が共に同じベクトルで政策論争や行政のチェック

をしていただき、懸案事項が解決できたと思っております。この４年間、本当にありがとうございました。 

この３月定例会が終われば、次は、地方統一選挙がやってきます。私も２期目に向け出馬を表明しておりますし、議員各

位も出馬を表明されている方もいると思いますので、共に頑張っていきたいと思っております。 

以上、お時間をいただき、ありがとうございます。 

 

議長（千葉 久 君） 



 日程１、一般質問に入ります。 

 質問通告者は、別紙配布のとおりであります。 

 通告に従い、発言を許可します。９番、鎌倉議員！ 

 

９番（鎌倉 和雄 君） 

 少しボリュームを上げてください。 

どうもおはようございます。９番鎌倉です。 

出産一時金の創設及び保育園の保育士確保と園児の保育園入園料、給食費の減免について質問させていただきます。 

３月３日に可決された、出産・子育て応援給付金支給とも関連するんですけれども、対象児童に対する給付額があまりに

も少なく、これでおむつやミルクを購入するに足ると私は思いません。 

また、少子高齢化で人口減少の一因として、当町には出産一時金制度がなく、他の町村ではこの整備があるのに、何でな

いのかとの声も聞きます。一子・二子別々に制度化している町村もあり、相当額を一時金として支給してしており好評と聞

きます。出産育児には相当の資金が必要とされるところから、当町においても、出産一時金の創設が必要と思われますので

町長に伺います。 

また、保育園の運営に関する保育士確保については、国の要員基準を満たしているものの、保育園就職希望者が皆無と聞

きます。未来を担う園児の保育に苦労もありますし、園児保育と事務作業が多くある中で、保育士の補填、確保が必要とな

っておりますので、行政として対応策を講じるべきと思われますので、これも町長の施策を伺いたいというふうに思ってま

す。 

さらに、保育園の入園料及び給食費については、未来を担う園児の健全育成、保護者の負担軽減等から無料とすべきと私

は考えています。 

これらのことを一元化して講じる中で、健全育成させるのが町長の仕事の一部と思います。まさに、この町に住みたいと

いう思いや、ふるさと愛が生まれてくると思いますので、先ほど表明がありました２期目に対する方向性として、町長の英

断を伺いたいというふうに思います。 

 

議長（千葉 久 君） 

 河田町長！ 

 

町長(河田 誠一 君) 

 鎌倉議員の出産一時金の創設及び豊富保育園の保育士確保施策及び入園料、給食費の減免についてお答えをいたします。 

はじめに、出産一時金の創設についてお答えいたします。 

 少子高齢化が進む中、我が国の人口は 2006年に１億 2,774万人でピークに達した後、死亡数が出生数を上回り、人口が減

少していく段階から、少子化によって人口が減る段階に入っていると言われております。 

 2022 年１月から 12月の出生数は、1899 年の統計開始以来初めて 80 万人を下回り、過去最少を更新したと、２月 28 日厚

生労働省が発表を行ったところであります。 

 未婚化、晩婚化、晩産化、子育てにかかるコストの上昇や子育て環境などにより出生数が減少し、出生数の減少は人口減

少の大きな要因となっております。 

 



本町としても、これまで様々な施策展開を行ってきたところでありますが、議員ご質問の出産一時金につきましては、現

在、国において検討されている子育て支援の動向も踏まえ、結婚、妊娠、子ども子育てなど総合的な視点から、議員の皆様

や子育て世代の皆様のご意見も伺いながら検討させていただきたいと考えております。 

 次に、豊富保育園の保育士確保施策についてお答えいたします。 

 保育士の確保につきましては、保育士の都会勤務希望の流れなどの中で、厳しい状況となっております。 

 これまで本町としては、令和３年に保育士人材確保条例を制定し、特例貸付金貸付などの制度を設けるとともに、大学等

への訪問、指定保育士養成所への求人票の送付やハローワークへの掲載などを行ってきたところでありますが、今後さらに

安定した保育士確保を図るため、各大学等と連携し継続した実習研修や、本町を知っていただくため体験型観光要素も盛り

込んだ実習研修の取り組みなどを検討してまいりたいと考えております。 

 次に、豊富保育園の入園料、給食費の減免についてお答えいたします。 

 現在の保育園利用料につきましては、令和元年 10月より３歳から５歳の全ての子どもの利用料が無償となっており、０歳

から２歳の子どもについても、所得割課税額等に応じ保育料を負担頂いております。 

 また、給食費についても所得割課税額等に応じ負担いただいているところであります。 

 議員ご質問の保育料及び給食費の減免につきましては、国や他の市町村の状況や子育て世代の皆様の意見も伺いながら検

討させていただきたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

議長（千葉 久 君） 

 鎌倉議員、再質問ありますか？ 

 

９番（鎌倉 和雄 君） 

 はい。 

 再質問します。 

町長、先ほど答弁で検討という言葉を２回使いました。検討というのはですね、私、昔からこういう言葉は使うべきでは

ないということで訴えておりますし、どうすればそのものができるのかという部分をきちっと出していただければならない

というふうに思ってますし、今言ったように、いわゆる保育園の入園料ですとか、給食費どうこうという部分でいきますと、

予算額的には約 300万ぐらいですね、１件くらいのですね、数字で推移してる部分だというふうに思います。 

我が町、昨日、町長の答弁で豊かな町だという言葉を聞きました。やっぱりこの部分からするとですね、そういうものに

ついてはやっぱりきちっと、減額するとかどうこうっていうことをね、訴えるべきだというふうに思っていますし、それと、

出産一時金もそうです。金額どうこうという部分も含めてですけれども、それなりの対応をしている町村があるとすれば、

我が町は遅れているんではないかと私は思います。やっぱりそういうことからすると、そういうことについてもですねきち

っと、前向きに進めていくということのお言葉をいただければなと思いますので再質問させていただきました。 

 

議長(千葉 久 君) 

 河田町長！ 

 

町長（河田 誠一 君） 



 鎌倉議員の再質問にお答えをいたします。 

検討という言葉でございますけども、今までも大変ご指摘をされてる中でですね、しっかりと検討し て、前向きにこれ

は進めていかなければいけないと思っております。 

たまたま、今、改選期を迎えておりますし、私も、先ほどもちょっと言いましたけど２期目に向けて出馬を表明しており

ます。その施策の中で、子育て支援っていうのは１丁目１番地というところで施策を考えておりますので、４月の統一地方

選挙が終わってですね、また舵取りをさせていただくということになれば、その時点でその施策をしっかりと進めていきた

いと思いますので、そこのところを見守っていただきたいと思っております。 

また、予算額ですけども、鎌倉議員おっしゃるように、保育園の給食については年間 260 万円程度のものと私も確認をし

ております。保育園だけがいいのか、小学校、中学校まで考えなきゃいけないのか、その辺もですね、しっかりと今後考え

ていかなければいけないと思っております。これにつきましても、しっかりと国の制度もどういう形でなるのか、その辺も

まだ不透明なところもありますので、国の異次元の子育て支援っていうものをですね、しっかり検討しながら、その中で進

めていきたいと思っております。 

あと、他町村の関係ですけども、宗谷管内の町村の出産一時金のですね、ものは調べておりますので、後ほど鎌倉議員の

方に提出をさせていただきたいと思っております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 

議長（千葉 久 君） 

 鎌倉議員、再々質問ありますか？ 

 

９番（鎌倉 和雄 君） 

 はい。 

最後です。 

今言われたように、検討ということは前向きどうこうって部分ですから、前向きって言葉は本当に前に向かっていくんだ

なというふうに思いますけれども、町長、再出馬ということも含めてですね、今年度から公職選挙法が変わりまして、リー

フレットなり何なりというものが新聞折り込みできるようになりました。もう町長のリーフレットの中にはそのことが入っ

てるかどうか、そのことだけを確認したいと思います。終わります。 

 

議長(千葉 久 君) 

 河田町長！ 

 

町長（河田 誠一 君） 

 鎌倉議員の再々質問にお答えをいたします。 

今も言いましたけども、次期の政策の中には、１丁目１番地として私は子育て支援を挙げております。ただその中に、給

食費を無償化するとかそういう具体的なものは入っておりませんけども、子育て支援についての全体像を明記しております

ので、もし機会がありましたら見ていただきたいと思います。 

以上で答弁とさせていただきます。 

 



議長（千葉 久 君） 

９番、鎌倉議員の質問が終わりました。 

以上で、通告者の質問は終わりました。 

一般質問はこれをもって終結いたします。 

日程２、議案第 26号から議案第 34号までの、令和５年度豊富町各会計予算についてを一括議題といたします。 

本案は、予算決算常任委員会に付託し、審査された案件であります。 

ここに、委員会の審査報告書が提出されております。これを局長より朗読いたさせます。清水局長！ 

 

局長（清水 日出晃 君） 

 それでは、朗読いたします。 

予算決算常任委員会審査報告書、本委員会は、付託議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第 77条の規定

により報告します。記、１.付託議案、議案第 26号、令和５年度豊富町一般会計予算について、議案第 27号、令和５年度豊

富町国民健康保険事業特別会計予算について、議案第 28 号、令和５年度豊富町後期高齢者医療事業特別会計予算について、

議案第 29 号、令和５年度豊富町国民健康保険診療所直診勘定特別会計予算について、議案第 30 号、令和５年度豊富町簡易

水道事業会計予算について、議案第 31 号、令和５年度豊富町公共下水道事業会計予算について、議案第 32 号、令和５年度

豊富町介護保険事業特別会計予算について、議案第 33号、令和５年度豊富町介護サービス事業特別会計予算について、議案

第 34 号、令和５年度豊富町ガス事業会計予算について、２.審査の結果及び意見、審査の結果、いずれも原案可決すべきも

のと決定した。 

以上でございます。 

 

議長（千葉 久 君） 

 局長の朗読が終わりました。 

 次に、委員長より審査経過の報告を求めます。小笠原委員長！ 

 

４番（小笠原 照美 君） 

 ただいま議案となっております、議案第 26号から議案第 34号までの令和５年度豊富町各会計予算案の審査経過とその審 

議内容について、報告を申し上げます。 

本委員会は去る 10日、議案第 26号から、議案第 34号までの一般会計をはじめ、各特別会計、各事業会計予算案の付託を

受け、３月 13 日から 15 日までの３日間にわたり審査を行った次第であります。その結果、今回付託を受けました各会計予

算につきましては、原案のとおり採択すべきものと決定した次第であります。 

審査にあたりましての具体的な、しかも、詳細な内容につきましては、全員の構成による委員会でありますので、これを

省略させていただきますが、本町の基幹産業である酪農業にあっては、円安、ウクライナの情勢など外部要因によって飼料、

肥料、燃油を中心とした生産資材の高騰により、経営の苦境に立たされる中、それに関係する事業者においても煽りを受け、

本町の税収の落ち込みが想定されており、財政は依然として厳しい状況にあると考えます。今後の予算執行につきましては、

外部委託や事務事業の内容を十分精査をし経費の節減に努めるとともに、各事業の実施にあたりましては、適正な執行を強

く望むところであります。 

さらに、創意工夫により健全財政の堅持をされますよう、希望する次第であります。 



また、審査中に出されました各委員の意思表明には、数多くの貴重な意見が出されておりますので、 

今後の行政の運営と執行に向けて、反映させていただくことを強く希望するものであります。 

終わりに、期間中、精力的に審査にあたられました各委員の皆様はじめ、理事者並びに関係職員のご努力に対しまして、

感謝を申し上げ、委員長報告とさせていただきます。 

 

議長（千葉 久 君） 

 予算決算常任委員長の報告が終わりました。 

 委員長の審査報告は、いずれも原案可決であります。 

 委員長の報告どおり決することに、ご異議ございませんか。（「なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。よって、本案は議案第 26号から議案第 34号まで、いずれも原案のとおり可決決定されました。 

 お諮りいたします。 

日程３の意見案については、会議規則第 39号第２項の規定によって、提案理由の説明を省略したいと思います。ご異議ご 

ざいませんか。（「なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。したがって、日程３の意見案については、提案理由の説明を省略することに決定しました。 

 日程３、意見案第１号、食料安全保障の強化及び食料・農業・農村政策の確立と酪農・畜産経営の安定を求める意見書に 

ついてを議題といたします。 

 質疑に入ります。（「なし」の声あり） 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 意見案第１号、原案可決することにご異議ございませんか。（「なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決決定されました。 

 日程４、閉会中の継続調査の申し出についてをお諮りいたします。 

 各常任委員会、議会運営委員会から閉会中の継続調査について申し出がありますので、これを承認することにご異議ござ 

いませんか。 

 ご異議なしと認め、承認することに決しました。 

 日程５、議員派遣の件についてをお諮りいたします。 

 お手元に配布しております、議員派遣の件につきましては、会議規則第 127条第１項の規定により、議員を派遣すること 

にいたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。（「なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。よって、議員派遣の件については、承認議決されました。 

 お諮りいたします。 

 なお、議員の派遣に係る細部的な取り扱いについては、あらかじめ議長に一任されたいと思いますが、これにご異議ござ 

いませんか。（「なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。よって、本案はさよう決定されました。 

 以上を持って、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これをもちまして、第１回定例会を閉会いたします。    

（ベ ル） 

     

   （午前 10時 25分閉会） 


